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金』の書評であり，Special Providence で提示された 4 類型との関係についてはほとんど触れられていない。
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【9】終わりに
　本稿で検討したように，ミードはアメリカ外交の主な特徴として，① 4 つの派閥の合従連衡
の生み出すダイナミズムや柔軟性，②アングロ・サクソン社会固有の歴史や文化に基づく特殊
な理念，などの要因を指摘している。これらの指摘は，トランプ政権の外交政策の分析に際し
ても興味深い視点を提起するものになっているといえるだろう。
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